
　

「
技
術
・
家
庭
科
」
が
開
設
さ

れ
る
ま
で
は
、戦
前
の
実
業
科
（
農

業
・
工
業
・
商
業
・
水
産
）の
４
科

目
に
家
庭
科
が
加
わ
る
形
で
「
職

業
科
」（
昭
和
22
年
告
示
）が
生
ま

れ
、
そ
の
後
、
家
庭
科
が
職
業
科

の
枠
組
み
か
ら
外
さ
れ
て
「
職
業

・
家
庭
科
」
（
昭
和
26
年
改
訂
）
と

い
う
名
称
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

国
内
経
済
が
技
術
革
新
に
よ
っ

て
成
長
を
遂
げ
る
と
、
科
学
技
術

教
育
の
強
化
の
社
会
的
要
請
が
高

ま
り
、
一
九
五
八
（
昭
和
33
）
年
告

示
の
学
習
指
導
要
領
に
「
技
術
・

家
庭
科
」
が
必
修
教
科
と
し
て
新

設
さ
れ
、
一
九
六
二（
昭
和
37
）年

か
ら
授
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

男
子
向
き
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

い
わ
ゆ
る
「
技
術
系
列
」
の
内
容

の
み
で
構
成
さ
れ
、
木
材
や
金
属

と
い
っ
た
加
工
に
つ
い
て
の
学
習

や
、
電
気
や
機
械
に
つ
い
て
の
学

習
が
中
心
で
す
。
主
に
第
二
次
産

業
に
従
事
す
る
技
術
者
を
育
て
る

よ
う
な
内
容
で
し
た
。

　

女
子
向
き
は
、
い
わ
ゆ
る
「
家

庭
系
列
」
の
内
容
を
中
心
と
し
て

い
ま
す
が
、
「
技
術
系
列
」
の
内

容
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

設
計
・
製
図
、
家
庭
機
械
、
家
庭

工
作
、
家
庭
電
気
と
言
っ
た
内
容

で
す
。
一
九
六
二
年
度
に
始
ま
っ

た
技
術
・
家
庭
科
の
完
全
男
女
別

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
授
業
は
、
次
の
改

訂
で
も
変
わ
ら
ず
、
18
年
間
に
わ

た
っ
て
続
き
ま
し
た
。

　

一
九
七
七
（
昭
和
52
）
年
改
訂
で

は
、
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

男
子
が
家
庭
領
域
の
内
容
を
、
女

子
は
技
術
領
域
の
内
容
を
最
低
１

領
域
学
習
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
形
態
を
「
相
互
乗
り
入

れ
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
呼
ば
れ

ま
す
。
男
子
は
「
食
物
１
」
を
女

子
は
「
木
材
加
工
１
」
を
選
ば
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

平
成
に
入
り
、
一
九
八
九（
平
成

元
）
年
の
改
訂
で
男
子
と
女
子
の

履
修
範
囲
の
差
異
の
規
定
が
消
滅

し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
男
女
同
一

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
の
学
習
が
始
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
技
術
系
列
に

「
情
報
基
礎
」
が
、
家
庭
系
列
に

「
家
庭
生
活
」
と
い
う
領
域
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

学
校
週
５
日
制
の
実
施
に
向
け

て
、
一
九
九
八
（
平
成
10
）
年
の
改

訂
で
は
、
授
業
時
数
の
大
幅
な
減

少
に
伴
い
、
各
教
科
と
も
に
内
容

と
時
数
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
技

術
・
家
庭
科
も
発
足
時
か
ら
３
分

の
１
程
度
と
な
り
、
実
習
時
間
を

十
分
確
保
す
る
こ
と
も
難
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
秋
開
催
の
東
海
北
陸
地
区
中

学
校
技
術
・
家
庭
科
研
究
会
福
井

大
会
は
、
「
学
び
を
生
か
し
、
よ

り
よ
い
社
会
を
構
築
す
る
た
め
の

実
践
力
の
育
成
～
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
つ
な
が
る
学
習
活
動
を
通

し
て
～
」
を
研
究
主
題
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
後
も
、
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
を
通
し
て
、
新

し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・

能
力
を
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え

て
身
に
付
け
、
技
術
・
家
庭
科
で

の
学
び
が
新
時
代
を
切
り
開
く
鍵

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い


